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“レイクサイドマスターズ”

2009年 ワールド
マスターズゲームズ
滋賀県で開催を！

滋賀県教育委員会 大津市京町四丁目１‐１ TEL 077‐524‐1121
http://www.pref.shiga.jp/edu/ e-mail:edu@pref.shiga.jp



平成１６年度県立高等学校等開放講座を開設します！

平成１６年度は、下記の県立高等学校等５０校において、各校１講座、全部で５０講座を開設します。
県民の皆さまの積極的なご参加をお待ちしています。

《受 講 料》３，０００円程度（小・中学生は無料）☆別途教材費などが必要
《講座時間》１講座あたり年間１０～２０時間程度（講座１回あたり２時間程度）
講座のテーマ、開設期間、募集期間等は変更になる場合があります。
なお、講座内容などの関係で、すでに開始している講座があることをご了承願います。

☆受講料や講座の詳細および申込方法などについては、各校に直接お電話でお問い合わせください。☆

電話番号

０７７‐５２３‐２３０４
０７７‐５７２‐１２０６
０７７‐５４５‐８０２５
０７７‐５７３‐５８８１
０７７‐５２３‐０３８６
０７７‐５４５‐２５１０
０７７‐５２４‐４２８４
０７４９‐２２‐４８００
０７４９‐２５‐２２００
０７４９‐２２‐４８９０
０７４９‐２８‐２２０１
０７４９‐６２‐０８９６
０７４９‐６２‐０２３８

０７４９‐６２‐０８７６

０７４９‐６２‐３３７０
０７４８‐３３‐２３０２
０７４８‐３７‐７２２７
０７４８‐３２‐２０７２
０７４８‐２２‐１５１５
０７４８‐２２‐１５１３
０７７‐５６４‐４６８１
０７７‐５６６‐４９０１
０７７‐５４５‐１５８１
０７７‐５８２‐２２８９
０７７‐５８５‐０４３１
０７７‐５５３‐３３５０
０７７‐５５４‐０６００
０７７‐５８７‐００５９
０７４８‐７７‐０３１１
０７４８‐７２‐３６１１
０７４８‐６２‐４１０４

０７４８‐６２‐６７４５

０７４８‐８６‐４１４５

０７４８‐８２‐０１６７

０７４８‐５２‐１２００
０７４８‐４２‐１３０５

０７４９‐４２‐２１５０

０７４９‐５５‐２３５０
０７４９‐５２‐１６０１
０７４９‐７３‐３０５５
０７４９‐８２‐４１４１
０７４０‐２２‐２００２
０７４０‐３２‐０４７７
０７７‐５３７‐５３３３
０７７‐５４４‐４０１２
０７４９‐２２‐２３２１
０７４８‐２３‐１７７４
０７７‐５２５‐１２７６

０７４８‐７２‐４０１１

０７４９‐３８‐４８８０

定 員

２５
２０
４０
３０
２０
２０
３０
２５
３０
３０
３０
３０
２５

３０

３０
２５

２０（１０組）
２０
２５
３０
２０
２０
３０
２０
１５
３０
２５
３０
２０

３０（１５組）
３０

３０（１５組）

２０（１０組）

２０

３０
３０

２０

２０
３０
２０
２０
２０
２０
２０
２０
３０
２０
２０

２０

３０

募集期間（予定）

９／１�～９／１７�
６／２１
～７／１６�
８／２
～８／３１�
８／２０�～９／１０�
９／１６
～９／２２�
６／１５�～７／１５

７／１
～７／２６

６／１６�～６／３０�
６／２８
～７／１５

７／１０�～９／１０�
５／２０
～６／２８

５／２４
～７／２�
７／１
～７／３１�

７月上旬～７月下旬

８／２３
～９／１０�
６／１７
～７／８

１１／１
～１１／３０�
６／１�～７／２０�
７／１２
～８／２４�
６／２８
～７／２３�
６／２８
～７／２６

６／２１
～７／１６�
６／１�～７／２０�
９／２１�～１０／２２�
６／１�～７／２０�
９／１�～９／３０

７／１
～７／３１�
６／２８
～７／２６

６／１４
～７／１５

７／２０�～９／１�
６／１�～６／３０�

６／２８
～７／２３�

７／１
～７／３１�

６／２１
～７／５


７／１
～７／２０�
９／１３
～９／２４�

７／１
～７／３１�

９／１�～９／２４�
７／１
～７／３１�
５／２０
～６／１５�
５／１７
～６／１０

８／２３
～９／１７�
１１／２５
～１２／２４�
６／７
～６／３０�
６／１４
～７／１４�
７／１２
～８／１０�
６／１�～６／３０�
８／１	～９／３０


５／１３
～７／１３�

６／１４
～７／１６�

開設期間（予定）

１１／６�～１２／１８�
７／３１�～１０／１６�
１０／３	・１０／２４	
９／２５�～１１／２７�
１０／２�～１２／１１�
７／３１�～８／９

９／１�～１１／１７�
７／１７�～８／７�
７／１７�～７／２５	
９／２５�～１１／６�
７／１８	～８／８	
７／１０�～８／２８�
８／７�～９／２５�

８月中旬～１２月上旬

１０／２�～１１／１３�
７／２４�～９／１１�
１２／１８�・１２／１９	
８／７�～９／３０

９／１１�～１０／９�
７／３１�～１０／２３�
８／２８�～１０／３０�
７／２４�～８／２８�
７／２４�～１１／２７�
１１／１３�～１２／４�
７／１８	～９／２０

１０／１�～１１／３０�
８／２１�～８／２９	
８／４�～８／２９	
７／２４�～８／７�
９／１１�～１１／２０�
７／１７�～８／２８�

８／２４�～８／２８�

８／２１�～９／２６	

８／７�～８／２２	

８／２
～８／３０

１０／２３�～１２／１８�

８月下旬～１０月上旬

１０／３	～１２／５	
８／２２	～９／２６	
６／２０	～７／２５	
６／１９�～７／１８	
９／２９�～１０／２７�
１／２２�～３／１２�
７／１８	～１０／２�
７／２１�～８／３１�
９／４�～１１／６�
７／１０�～２／５�
１０／１６�～１１／１３�

７／２４�～８／２８�

７／２４�～９／２５�

講 座 テ ー マ（予定）

書に親しむ－楽しく取り組む作品づくり－
万華鏡をつくろう！
書（漢字・かな・水墨画入門まで）
初心者のためのテニス講座
大字仮名作品制作
中学生のための工業ものづくり教室
簿記入門講座 ～日商３級を目指して～
花と親しむ フラワーアレンジメント教室
小学生のためのパソコン入門
書に親しむ
スタンド型回り灯籠を作ろう
古文書から長浜再発見（秀吉以降）
七宝焼きでオリジナルアクセサリーを創ろう
楽しい農業体験にて、安全と安心の食を確保
し、豊かな生活の創造
初心者のためのパソコン講座
仮名書法 －古筆を学ぶ－
親子もの作り教室
中国語わくわく体験講座
初心者のための油絵教室 ～ステップ＆テクニック～
手軽にできる園芸と食品加工
高校授業 いろいろ講座
伝統文化に学ぶ（茶道と華道の心をとおして）
総合教養講座
モノを描くということ
初・中級銅版画講座 ～オリジナル作品を飾ろう・�～
七宝焼講座
「アジアを感じる」（異文化理解講座）
書に親しむ ～行書入門～
夏休みこども囲碁教室
親子ふれあい剣道
デッサンから表現する力をつけよう（中・高校生、一般対象）
親子で楽しむ画像処理～静止画・動画を使い
動きのあるアルバム作成とビデオ編集～
親子で「ファーブル検定」に挑戦
四季の風物詩を作ろう（月見うさぎ、ひな人形、
五月人形のミニチュアを作ろう）
パソコンを楽しもう！
沖縄音楽講座 「かんから三線を作ろう�」
パソコンでビデオ編集
～見せるビデオから魅せるビデオへ～
書に親しむ
テニス教室（初心者～中級者）
書に親しむ 「少字数大作作品制作の初歩」
油絵入門講座 －卓上静物を描く－
書を楽しむ ～実用の書から芸術的創作への誘い～
英会話入門
土と遊ぶ
親子で楽しむものづくり教室
点字の世界
ボランティア・リーダー養成講座
ボランティア講座
障害児教育 体験講座
～心をつなぎ 身体をほぐす～
障害のある子どもたちと関わるためのボランティア講座

学 校 名

膳 所 高 等 学 校
堅 田 高 等 学 校
東 大 津 高 等 学 校
北 大 津 高 等 学 校
大 津 高 等 学 校
瀬田工業高等学校
大津商業高等学校
彦 根 東 高 等 学 校
河 瀬 高 等 学 校
彦 根 西 高 等 学 校
彦根工業高等学校
長 浜 高 等 学 校
長 浜 北 高 等 学 校

長浜農業高等学校

長浜北星高等学校
八 幡 高 等 学 校
八幡工業高等学校
八幡商業高等学校
八 日 市 高 等 学 校
八日市南高等学校
草 津 東 高 等 学 校
草 津 高 等 学 校
玉 川 高 等 学 校
守 山 高 等 学 校
守 山 北 高 等 学 校
栗 東 高 等 学 校
国際情報高等学校
野 洲 高 等 学 校
石 部 高 等 学 校
甲 西 高 等 学 校
水 口 高 等 学 校

水 口 東 高 等 学 校

甲 南 高 等 学 校

信 楽 高 等 学 校

日 野 高 等 学 校
能 登 川 高 等 学 校

愛 知 高 等 学 校

伊 吹 高 等 学 校
米 原 高 等 学 校
虎 姫 高 等 学 校
伊 香 高 等 学 校
高 島 高 等 学 校
安 曇 川 高 等 学 校
大津清陵高等学校通信部
瀬 田 高 等 学 校
盲 学 校
八 日 市 養 護 学 校
守山養護学校大津校舎

三 雲 養 護 学 校

甲 良 養 護 学 校

No.

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３

１４

１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１

３２

３３

３４

３５
３６

３７

３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７
４８

４９

５０
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平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１６６６６６６６６６６６６年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度滋滋滋滋滋滋滋滋滋滋滋滋賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀県県県県県県県県県県県県公公公公公公公公公公公公立立立立立立立立立立立立高高高高高高高高高高高高等等等等等等等等等等等等学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校入入入入入入入入入入入入学学学学学学学学学学学学者者者者者者者者者者者者選選選選選選選選選選選選抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜学学学学学学学学学学学学力力力力力力力力力力力力検検検検検検検検検検検検査査査査査査査査査査査査のののののののののののの結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果ををををををををををををおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知ららららららららららららせせせせせせせせせせせせししししししししししししまままままままままままますすすすすすすすすすすす
各教科の学力検査問題は、中学校学習指導要領に示された内容に基づき、単なる知識量をみるのではなく、学校で学んだ知識を基

礎に、表現力や判断力をみるための設問を多くするなど工夫しました。

 国 語
国語では、内容を的確に読み取る力、言語事項に関する力を
みるとともに、適切に表現する力をみることをねらいとしまし
た。漢字、言葉の意味や用法などに関する基本的な力、言葉の
働きをとらえ文の内容を理解する力は、おおむね身につけてい
ると言えます。しかし、文章全体の流れから言葉の表す意味を
判断し考えや気持ちをとらえる力、また、読み取ったことや考
えていることを状況に応じて適切に表現する力を、今後一層、
確実なものとすることが望まれます。
 数 学
数学では、数量、図形などに関する基礎的・基本的な概念や
原理・法則の理解の程度をみるとともに、見通しをもって事象
を数学的に表現・処理する力をみることをねらいとしました。
文字式の計算や正負の数をはじめとする簡単な計算や、方程式
や図を使った基礎的・基本的な事項についてはおおむね理解で
きていると言えます。今後は、与えられた条件をもとに見通し
をもって効率よく処理する力や、図から必要な情報を引き出し
分析していく力、直観力や発想を生かして論理的・総合的に思
考していく力などについて、一層の育成が望まれます。
 社 会
社会では、地図や表などの資料を読み取って活用する力をみ
るとともに、地理的事象や歴史的事象、社会的事象について判
断する力や適切に表現する力をみることをねらいとしました。
地理・歴史・公民の各分野における基礎的・基本的事項につい
てはおおむね理解できています。今後は、身近な事柄に常に興

味・関心をもつ態度と基本的な知識をもとに、社会的事象を幅
広い視野に立って考察し、判断する力や的確に表現する力のさ
らなる育成、また、各事項の内容についての理解を深めていく
ことが望まれます。
 理 科
理科では、実験や観察をとおして、自然の仕組みや働きにつ
いて総合的に考える力をみることをねらいとしました。個々の
基礎的・基本的な事柄や概念についてはおおむね理解できてい
ます。しかし、履修した基礎的な知識を組み合わせて、事象を
科学的に考察し、認識する力は十分であるとは言えず、自然や
日常の中に見られる事象に対して興味・関心をもち、基礎的な
知識を基に、科学的に考えることができる能力の育成が求めら
れます。
 英 語
英語では、初歩的な英語を聞くことや読むことをとおして、
話し手や書き手の意向を理解する力、自分の考えを英語で表現
する力などの実践的コミュニケーション能力をみることをねら
いとしました。基礎的な英語を聞いて概要を理解する力や、英
文を読んで全体を把握する力はありますが、まとまった内容の
中の細部の聞き取りや、論理的な読み取りはまだ十分とは言え
ません。また、表現力については、正確さを身につけることが
できるよう、今後のさらなる育成が望まれます。
《教科別の平均点》
教科別の平均点は、国語５９．６点、数学５３．４点、社会４７．７点、理
科４８．２点、英語５９．６点でした。

「
Ａ
君
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」

野
球
部
の
Ａ
君
は
、
体
が
大
き
く
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
は
大
の
苦
手
で
い
つ
も
最
後
尾
で
走

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
冬
の
寒
さ
の
厳
し

い
朝
で
も
、
グ
ラ
ン
ド
に
は
、
い
つ
も
真
っ

先
に
キ
ャ
プ
テ
ン
と
Ａ
君
の
姿
が
あ
り
ま
し

た
。
他
の
部
員
が
来
な
く
て
も
黙
々
と
一
人

走
っ
て
い
ま
し
た
。
Ａ
君
は
野
球
が
う
ま
い

方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
誰
よ
り
野
球
が
大

好
き
な
の
で
す
。

ま
わ
り
の
生
徒
た
ち
は
そ
ん
な
Ａ
君
の
気

持
ち
を
知
り
ま
せ
ん
。
練
習
の
時
は
、

「
し
っ
か
り
し
ろ
。」

「
も
っ
と
ボ
ー
ル
を
よ
く
見
て
。」

と
、
Ａ
君
へ
み
ん
な
が
声
を
か
け
ま
す
が
、

Ａ
君
は
何
も
言
わ
ず
黙
々
と
練
習
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。

Ａ
君
た
ち
三
年
に
と
っ
て
最
後
の
春
季
大

会
が
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
る
頃
、
野
球
部

員
の
雰
囲
気
が
悪
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
最
近
の
練

習
試
合
で
の
結
果
が

良
く
な
く
、
大
会
に

勝
て
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
不
安
感

が
部
員
内
に
広
が
り
始
め
た
か
ら
で
す
。

大
会
ま
で
も
う
二
週
間
と
せ
ま
っ
た
時
、

部
内
の
雰
囲
気
は
さ
ら
に
悪
く
な
り
、
放
課

後
の
練
習
を
休
み
だ
す
部
員
も
出
は
じ
め
ま

し
た
。

野
球
部
全
体
に
「
も
う
春
の
大
会
は
勝
て

な
い
か
も
。」と
重
い
空
気
が
流
れ
て
い
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
、
大
会
の
五
日
前
の
朝
、
グ
ラ

ン
ド
を
見
る
と
、
全
員
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

聞
け
ば
、
Ａ
君
が
キ
ャ
プ
テ
ン
と
相
談
し
、

部
員
み
ん
な
に
、

「
最
後
の
大
会
だ
か
ら
、
み
ん
な
で
頑
張
ろ

う
。」

と
電
話
を
か
け
て
い
た
の
で
す
。
い
つ
も
は

控
え
目
に
動
い
て
い
た
Ａ
君
が
初
め
て
、
み

ん
な
の
先
頭
に
立
ち
ま
し
た
。

結
局
春
の
大
会
は
、
一
回
戦
で
負
け
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
夏
の
大
会
で
は
県
大
会
出

場
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

部
員
の
一
人
は
言
っ
て
い
ま
す
。

「
Ａ
に
は
い
ろ
い
ろ
き
つ
い
こ
と
を
言
っ
て

悪
か
っ
た
。
電
話
し
て
き
た
時
に
は
『
何

で
』
と
思
っ
た
が
、
あ
ま
り
に
も
真
剣
だ

っ
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
さ
ぼ
っ
て
い
た
僕

は
何
も
言
え
な
か
っ
た
。
夏
の
大
会
に
勝

て
た
の
は
Ａ
の
お
か
げ
だ
。
今
は
最
高
の

チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
め
ぐ
り
会
え
て
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。
も
っ
と
こ
の
チ
ー
ム

で
試
合
が
し
た
か
っ
た
。」

Ａ
君
は
言
い
ま
す
。

「
最
初
は
み
ん
な
が
練
習
に
来
て
く
れ
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。
け
ど
、
朝
、
み
ん
な

が
来
て
く
れ
た
時
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

僕
は
試
合
に
は
出
ら
れ
な
か
っ
た
け
ど
、

夏
の
大
会
に
勝
て
た
時
は
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
負
け
た
時
は
、

と
て
も
悔
し
か
っ
た
。」

と
。互

い
の
よ
さ
を
認
め
合
う
こ
と
で
生
ま
れ

る
連
帯
感
を
、
Ａ
君
は
身
を
も
っ
て
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

※（
写
真
と
本
文
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）
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特 集 �特 集 �』の 整 備 を 進 め て い ま す

平
成
十
五
年
三
月
、「
特
別
支
援
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
か

ら
「
今
後
の
特
別
支
援
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
最
終
報
告
）
」
の
中
で
、
小
・
中
学
校

に
お
け
る
Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
高
機
能
自
閉
症
等
の
児
童
生
徒
へ
の
教
育
的
支
援
を
行
う

た
め
の
総
合
的
な
体
制
の
早
急
な
確
立
が
必
要
と
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
提
言
を
受
け
て
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
十
五
・
十
六
年
度
の
二
年
間
、
全
国
の

都
道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
を
対
象
に
『
特
別
支
援
教
育
推
進
体
制
モ
デ
ル
事
業
』
の
指

定
を
行
い
ま
し
た
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
指
定
を
受
け
、
現
在
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
概
略
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
の
取
組
よ
り

◆
趣

旨

本
県
で
は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
文
部
省

（
現
文
部
科
学
省
）の
委
嘱
に
よ
る
「
Ｌ
Ｄ
の

児
童
生
徒
に
対
す
る
指
導
体
制
の
充
実
事
業
」

を
甲
西
町
に
お
い
て
三
年
間
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
町
内
の
小
・
中
学
校
が
校
内

委
員
会
を
設
置
し
、
専
門
家
チ
ー
ム
や
巡
回

相
談
員
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
Ｌ
Ｄ
の
児

童
生
徒
の
実
態
把
握
や
指
導
体
制
の
充
実
に

向
け
て
実
践
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
Ｌ
Ｄ
の
児
童
生
徒
に
加
え
て
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
高
機
能
自
閉
症
等
を
含
め
た
総

合
的
な
教
育
的
支
援
体
制
の
整
備
を
図
る
た

め
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
推
進
地
域

大
津
市
、
彦
根
市
、
近
江
八
幡
市
、
守
山

市
、
志
賀
町
、
甲
西
町
、
安
土
町
、
日
野
町
、

新
旭
町
の
九
市
町
を
推
進
地
域
に
指
定
し
、

平
成
十
五
年
度
は
、
こ
の
中
の
二
十
四
の

小
・
中
学
校
が
リ
ー
ダ
ー
校
と
し
て
実
践
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

◆
事
業
の
内
容

 
校
内
委
員
会
の
設
置

リ
ー
ダ
ー
校
に
は
、
Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、

高
機
能
自
閉
症
等
の
児
童
生
徒
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
に
、
校
長
、
教
頭
、
学
級
担
任
、

そ
の
他
で
構
成
す
る
「
校
内
委
員
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

○
児
童
生
徒
の
実
態
把
握

Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
高
機
能
自
閉
症
等

の
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
実
態
を
「
児

童
生
徒
理
解
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
に
よ
り
観
察
し
、
巡
回
相
談
員
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
実
態
把
握
を
実
施
し
ま

し
た
。

二
十
四
の
リ
ー
ダ
ー
校
に
お
け
る
調
査

で
は
、
通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る
Ｌ
Ｄ
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
高
機
能
自
閉
症
等
の
障
害
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
児
童
生
徒
は
約
四
・
五

％
と
の
結
果
が
で
ま
し
た
。

○
指
導
内
容
、
指
導
方
法
の
在
り
方
の
検
討

個
別
の
指
導
計
画
作
成
に
向
け
た
取
組

を
始
め
ま
し
た
。

あ
る
モ
デ
ル
地
域
で
は
、
町
独
自
の
委

員
会
を
設
置
し
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
支
援
計
画
作
成
に
向
け
て
の
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
校
内
体
制
の
在
り
方
等
の
検
討

ど
の
よ
う
な
体
制
づ
く
り
が
望
ま
し
い

か
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
特
別
支
援
教
育
と
教
育
相

談
・
就
学
指
導
・
保
健
の
関
わ
り
方
が
交

錯
し
て
い
た
学
校
に
お
い
て
、
チ
ー
ム
体

制
と
し
て
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方
が
適
切

か
と
い
う
こ
と
が
見
え
始
め
、
特
別
支
援

教
育
の
立
場
に
立
っ
て
校
内
体
制
を
見
直

し
た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。

 
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
指
名
と
養
成

○
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

推
進
地
域
内
の
リ
ー
ダ
ー
校
に
お
い
て
、

指
導
的
な
役
割
を
担
う
特
別
支
援
教
育
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
指
名
し
、
校
内
委
員

会
に
お
け
る
指
導
、
助
言
や
専
門
家
チ
ー

ム
、
関
係
機
関
、
保
護
者
と
の
連
絡
調
整

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
実
践

を
通
じ
て
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
「
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
」や「
特
別
支
援
協
議
会
」

等
を
設
置
し
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に

学習障害（LD）の定義
学習障害とは、基本的には全体的な知
的発達に遅れはないが、聞く、話す、読
む、書く、計算する、推論するなどの特
定の能力の習得と使用に著しい困難を示
す、様々な障害を指すものである。
学習障害は、その背景として、中枢神
経系に何らかの機能障害があると推定さ
れるが、その障害に起因する学習上の特
異な困難は、主として学齢期に顕在化す
るが、学齢期を過ぎるまで明らかになら
ないこともある。
学習障害は、視覚障害、聴覚障害、知
的障害、情緒障害などの状態や家庭、学
校、地域社会などの環境的な要因が直接
の原因となるものではないが、そうした
状態や要因とともに生じる可能性はある。
また、行動の自己調整、対人関係などに
おける問題が学習障害に伴う形で現れる
こともある。

�学習障害児に対する指導について（報告）
平成１１年７月２日�

注意欠陥／多動性障害（ADHD）の定義
ADHDとは、年齢あるいは発達に不釣り合い
な注意力、及び／衝動性、多動性を特徴とする
行動の障害で社会的な活動や
学業の機能に支障をきたすも
のである。
また、７歳以前に現れ、そ
の状態が継続し中枢神経系に
何らかの要因による機能不全
があると推定される。

�今後の特別支援教育の在り方について（最終報告）平成１５年３月�

教育しが 4
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『特 別 支 援 教 育 推 進 体 制』

応
じ
た
支
援
体
制
の
整
備
を
は
じ
め
た
地

域
や
全
戸
配
布
の
広
報
誌
を
使
っ
て
地
域

へ
の
啓
発
活
動
を
行
っ
た
地
域
も
あ
り
ま

し
た
。

○
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養

成
研
修

学
校
で
の
取
組
を
支
援
し
て
い
く
た
め
、

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養

成
研
修
に
つ
い
て
は
、
調
査
研
究
運
営
会

議
で
研
修
内
容
の
検
討
を
行
い
、
専
門
的

な
資
質
向
上
の
た
め
、「
障
害
の
あ
る
児
童

生
徒
の
教
育
に
関
す
る
一
般
的
知
識
」
や

「
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
概

論
」、「
Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
高
機
能
自
閉

症
に
つ
い
て
の
知
識
」
や
「
児
童
生
徒
、

保
護
者
、
担
任
と
の
相
談
活
動
に
つ
い

て
」
等
、
年
間
五
講
座
の
養
成
研
修
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

 
専
門
家
チ
ー
ム
の
設
置

学
識
経
験
者
、
医
師
、
教
員
や
行
政
機
関

関
係
者
等
か
ら
な
る
専
門
家
チ
ー
ム
を
設
け
、

実
態
把
握
を
行
う
た
め
に
必
要
な
「
児
童
生

徒
理
解
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
つ

い
て
の
検
討
や
Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
高
機
能

自
閉
症
か
否
か
の
判
断
、
お
よ
び
望
ま
し
い

教
育
対
応
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
立
場
か
ら

指
導
・
助
言
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

 
巡
回
相
談
の
実
施

Ｌ
Ｄ
等
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
・
経
験

を
有
す
る
相
談
員
が
リ
ー
ダ
ー
校
を
訪
問
し
、

実
態
把
握
や
評
価
、
指
導
内
容
・
方
法
、
校

内
の
理
解
啓
発
、
保
護
者
や
関
係
機
関
と
の

連
携
等
に
つ
い
て
指
導
・
助
言
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

原
則
と
し
て
各
校
に
専
属
の
相
談
員
を
派

遣
し
、
取
組
が
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う

努
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
の
取
組

本
年
度
は
、
引
き
続
き
九
市
町
を
推
進
地

域
に
指
定
し
、
地
域
内
の
す
べ
て
の
小
・
中

学
校
（
一
二
七
校
）
を
対
象
と
し
て
、
昨
年

度
の
実
践
に
加
え
て
新
た
に
次
の
よ
う
な
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
事
業
の
内
容

 
特
別
支
援
連
携
協
議
会
の
設
置

Ｌ
Ｄ
、Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、高
機
能
自
閉
症
等
を
含

め
た
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を

目
的
と
し
て
、教
育
、保
育
、保
健
、福
祉
、
労

働
等
の
関
係
者
か
ら
な
る
部
局
横
断
型
の
県

域
特
別
支
援
連
携
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

 
盲
・
聾
・
養
護
学
校
に
お
け
る

特
別
支
援
教
育
の
推
進

○
特
別
支
援
教
育
推
進
校
の
指
定

地
域
の
特
別
支
援
教
育
の
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
機
能
の
充
実
や
個
別
の
教
育
支
援

計
画
の
策
定
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
等
を

行
う
た
め
、
県
内
全
て
の
盲
・
聾
・
養
護

学
校
（
十
二
校
）
を
特
別
支
援
教
育
推
進

校
と
し
て
指
定
し
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
果
た
す
盲
・
聾
・
養

護
学
校

こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
専
門
的
な
知

識
や
技
能
を
生
か
し
、
地
域
の
特
別
支
援

教
育
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
の
充
実

を
図
る
た
め
、
実
際
に
小
・
中
学
校
等
へ

の
支
援
を
行
う
な
ど
し
な
が
ら
、
そ
の
支

援
方
策
や
連
携
協
力
の
在
り
方
等
に
つ
い

て
実
践
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
名

関
係
機
関
や
保
護
者
、
地
域
の
小
・
中

学
校
と
の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
う
特
別
支

援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
各
校
で
指

名
し
て
い
ま
す
。

 
個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
策
定

対
象
校
（
一
二
七
校
）
お
よ
び
推
進
校
に

お
い
て
は
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
Ｌ
Ｄ
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
高
機
能
自
閉
症
等
を
含
め
た
障

害
の
あ
る
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
て
、
教
育
、
福
祉
、
保
健
、

医
療
、
労
働
等
の
関
係
機
関
の
連
携
に
よ
る

適
切
な
教
育
的
支
援
を
効
果
的
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
教
育
的
支
援
の
目
標
や
内

容
、
役
割
等
に
関
す
る
計
画
（
個
別
の
教
育

支
援
計
画
）
の
策
定
方
法
等
に
つ
い
て
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
、
障
害

児
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
ま
た
は
、
通

級
に
よ
る
指
導
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
の

た
め
の
個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
策
定
方
法

等
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
推
進
体
制
の
も
と
、
対
象
校

お
よ
び
推
進
校
で
は
、
従
来
の
障
害
児
教
育

が
対
象
と
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、

通
常
の
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
多
様
な
ニ
ー

ズ
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
も
積
極

的
に
対
応
す
る
た
め
、
実
際
の
授
業
を
通
し

て
指
導
方
法
を
検
討
す
る
研
修
会
等
に
よ
り

個
々
の
教
員
の
意
識
を
高
め
、
校
内
支
援
体

制
を
整
え
、
チ
ー
ム
で
の
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
十
九
年
度
ま
で

に
、
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
Ｌ

Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
高
機
能
自
閉
症
を
含
む
障

害
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
体
制
の

構
築
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
県
で
は
、『
モ
デ
ル
事
業
』
に
加
え

て
、『
平
成
十
六
年
度
滋
賀
県
特
別
支
援
教
育

推
進
体
制
整
備
事
業
』
と
し
て
、
モ
デ
ル
地

域
以
外
の
四
十
一
市
町
村
の
代
表
小
・
中
学

校
各
一
校
、
計
八
十
二
校
と
県
立
中
学
校
三

校
に
お
い
て
、
校
内
委
員
会
の
設
置
や
特
別

支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
名
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

養
成
研
修
や
相
談
員
に
よ
る
巡
回
相
談
等
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

高機能自閉症の定義
高機能自閉症とは、３歳位までに現れ、
�他人との社会関係の形成の困難さ
�言葉の発達の遅れ
�興味や関心が狭く特定のものにこ
だわること

を特徴とする行動の障害である自閉症
のうち、知的発達の遅れを伴わないも
のをいう。
また、中枢神経系に何らかの要因に
よる機能不全があると推定される。
�今後の特別支援教育の在り方について（最終報告）平成１５年３月�

5 教育しが
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平成１７年度滋賀県公立学校教員採用選考試験実施要項をお知らせします
滋賀県では、このような先生を求めています！
◎明朗で、豊かな人間性と社会性をもっている人
◎児童生徒への教育的愛情をもっている人
◎教育者としての使命感と情熱をもっている人
◎柔軟性と創造性をそなえ、専門的指導力を
もっている人

�．校種・職種、教科・科目および採用予定数
� 小学校教員 １５０人程度
� 中学校教員 ５０人程度
国語・数学・理科・保健体育
技術・家庭・英語

� 高等学校教員 ８人程度
数学・保健体育・英語

� 盲・聾・養護学校教員 ２０人程度
� 養護教員 １０人程度

�．出願期間
平成１６年６月４日�から６月１６日�まで。
（土曜日・日曜日を除き午前９時から午後５時まで）
郵送の場合は６月１６日�までの消印のあ
るものに限り受け付けます。

�．出願資格
� 小・中学校教員および養護教員は、昭
和４５年４月２日以降に生まれた者
ただし、国公立学校に３年以上（平成

１７年３月３１日現在）の教諭（任用の期限を
付さない常勤講師（日本国籍を有しない
者に限る。）を含む。）の経験を有する場合
は、昭和４０年４月２日以降に生まれた者

� 高等学校教員および盲・聾・養護学校教
員は、昭和４０年４月２日以降に生まれた者

� 受験する校種、職種および教科に相当
する普通免許状を有する者または平成１７
年３月３１日までに取得見込みの者
ただし、盲・聾・養護学校教員につい

ては、小学校普通免許状・中学校もしく
は高等学校の国語、数学、理科、音楽、
美術、保健体育、農業、技術、家庭およ
び英語のうち、いずれかの普通免許状を
有する者または取得見込みの者も受験で
きます。

� 地方公務員法第１６条の欠格条項および
学校教育法第９条の欠格事由に該当しな
い者

�．勤務地の条件
県内のどこにでも赴任できること

�．選考試験
� 第一次選考試験
１日目
◎実施日 平成１６年７月２３日�または

７月２４日�のいずれか１日
◎試験会場

立命館大学（びわこくさつキャンパス）
◎内 容 集団面接（討論を含む。）
※受験者個々の受験日、時刻は送
付する受験票で通知します。

２日目
◎実施日 平成１６年７月２５日	
◎試験会場

立命館大学（びわこくさつキャンパス）
◎内 容 筆記試験

一般教養、教職教養

専門教科・科目
小論文、適性検査

� 第二次選考試験
◎実施日 ８月下旬のうち１～２日
◎内 容
ア 個人面接および指導実技（養護
教員は除く）
イ 実技試験
�小学校教員志願者は音楽実技・
特別活動にかかわる実技

�養護教員志願者は養護実技
�小学校教員と養護教員志望者は
水泳（５０�）

�中学校の保健体育、技術、家庭
および高等学校の保健体育を志
願する者は、それぞれの教科・
科目に関する実技

�盲・聾・養護学校教員志願者は、
体力・運動実技

�．選考結果
第一次選考結果は８月中旬に、県庁前掲
示板と各地域振興局掲示板への掲示により
発表するとともに、本人あてに通知します。

◎詳しくは県教育委員会事務局教職員課へお
問い合わせください。
〒５２０‐８５７７ 大津市京町四丁目１番１号

�０７７‐５２８‐４５３２・４５３４
◎実施要項等、詳しい情報は下記の滋賀県教
育委員会のホームページにも掲載しており
ます。
http://www.pref.shiga.jp/edu/

甲
賀
町
で
は
、今
年
五
月
に『
か
ふ
か

生
涯
学
習
館
』
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

新
た
な
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し

て
、
よ
り
多
く
の
町
民
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
、活
発
な
交
流
と
楽
し
い
学
び

が
で
き
る
よ
う
施
設
の
運
営
に
努
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
本
町
で
は
、
子
ど
も
の
「
生

き
る
力
」
を
育
む
環
境
づ
く
り
の
重
要

性
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
家
庭
・
地
域
・

学
校
と
の
連
携
を
強
め
、子
ど
も
の「
自

主
性
」
や
「
社
会
性
」
が
培
わ
れ
る
よ

う
に
様
々
な
体
験
活
動
の
推
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む
講

座
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

★
レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス

ジ
ャ
ズ
・
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
ポ
ッ
プ

ス
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲

で
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
ダ
ン
ス
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ダ
ン
ス
を
通
し
て
豊

か
な
感
性
を
養
う
と
と
も
に
、
異
年
齢

交
流
の
場
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
練
習
の
成
果
を
昨
年
の
甲
賀
夏

祭
り
『
ご
ざ
れ
Ｇ
Ｏ
‐
Ｓ
Ｈ
Ｕ
！
』
で
発

表
し
ま
し
た
。

★
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ａ
楽
ク
ラ
ブ

お
菓
子
つ
く
り
体
験
や
パ
ソ
コ
ン
講

座
、
林
業
体
験
、
椎
茸
栽
培
な
ど
、
様
々

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。「
地
域
の
歴
史

を
学
ぼ
う
」
で
は
、
宿
場
町
・
山
城
・

土
器
・
仏
像
・
古
代
な
ど
の
テ
ー
マ
で
、

町
外
へ
出
か
け
実
際
に
見
学
し
た
り
、

実
物
に
触
れ
た
り
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

★
甲
賀
忍
者
隊

五
月
に
入
隊
式
を
行
い
、
み
ん
な
で

考
え
た
計
画
に
基
づ
い
て
活
動
を
進
め

ま
す
。
八
月
に
は
三
泊
四
日
で
、『
若
狭

少
年
自
然
の
家
』
で
体
験
活
動
を
し
ま

す
。昨

年
に
は
、
天
体
観
測
・
化
石
採

集
・
野
外
炊
飯
・
お
も
し
ろ
科
学
実
験

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、『
鹿
深
り
ん
ご
・
親
子
ふ

れ
あ
い
体
験
』と
し
て
、り
ん
ご
の
人
工

授
粉
か
ら
摘
果
、
収
穫
ま
で
を
、
親
子

で
体
験
で
き
る
取
組
も
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
体
育
指
導
員
が
中
心
と
な
っ

て
、
昨
年
よ
り
町
内
小
学
三
年
生
以
上

を
対
象
に
、『
サ
ス
ケ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
』
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
毎
月
二
回
、

土
曜
日
の
午
前
中
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

や
フ
ッ
ト
サ
ル
、グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
ス
キ
ー

教
室
、
忍
者
体
験
で
は
子
ど
も
た
ち
が

生
き
生
き
と
瞳
を
輝
か
せ
、
助
け
合
い

な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

『
サ
ス
ケ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
』
に
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
閉
講
式
で
、

「
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
こ
と
が
一

番
楽
し
か
っ
た
。」「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

も
う
一
度
や
っ

て
み
た
い
。」

「
ス
キ
ー
教
室

が
お
も
し
ろ
か

っ
た
。」な
ど
一

人
ひ
と
り
が
感

想
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどど
もももももももももももも
のののののののののののの
世世世世世世世世世世世世
紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀
シシシシシシシシシシシシ
リリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーー
ズズズズズズズズズズズズ

ステキな出会い あふれる感動 甲賀町教育委員会

楽しかった忍者体験

教育しが 6



ご覧ください！『教育ウイークリーリポート』�
県教育委員会広報TV番組　びわ湖放送（BBC）毎週月曜日　夜9：00～9：20に放映�

●『家庭教育学習資料および活用手引き書』をご活用ください

県教育委員会では、一人ひとりの親が親としての自分を見つ
め直し、語り合いを通して「親育ち」を学習するための『家庭
教育学習資料および活用手引き書』を作成し、県内の幼稚園、
小学校、障害児教育諸学校に配布しました。本資料は、今まで
の家庭教育に関わる悩みに対する対処方法や子育ての在り方、
ヒントを提供するものとは異なり、事例を通して子育ての経験
等を交流し合い家庭教育について学んでいくもので、内容は以
下の通りです。

本資料と活用の手引き書は、学習情報提供システム「におね
っと」（http://www.longlife.pref.shiga.jp/katei/）にも掲載していま
すので、積極的にご活用ください。

●あなたも参加してみませんか？
『第４回びわ湖男女駅伝大会』$

～きらめくさざなみとさわやかな風を たすきでつなごう～

第４回目を迎えました本大会は、駅伝の開催を通して湖国滋
賀の魅力を全国に発信し、生涯スポーツの振興を図ることを目
的に開催します。
◇開 催 日 平成１６年１０月３日	 ７時３０分 びわ湖ホール前スタート
◇区 間 １２区間 １００．１�（１、５、９区は女子）
◇部 門 一般の部（高校生も含む）
◇参加資格 �１９８９年４月１日以前に生まれた人で、男子は１０

�を４５分以内、女子は５�を２５分程度の走力を
もっている者。

�高校生以上であればどんな形のチームでも出場可。
◇参 加 料 １チーム ３５，０００円、高校生のみの編成チームは、１２，０００円
◇募集期間 平成１６年６月１日～７月３１日まで
◇お問い合わせ等

滋賀県教育委員会事務局保健体育課内 びわ湖男女駅伝大会事務局
TEL０７７‐５２８‐４６１７ FAX０７７‐５２８‐４９５５

インターネットでのお申し込み http://www.runtes.jp
ボランティアも募集しています！
７月３１日まで、大会運営（自主整理員等）に携わってい
ただける方を募集しています。
ボランティアのお申し込みは、上記事務局か、インター
ネット（下記）でお願いします。
//homepage 3.nifty.com/biwako-ekiden//index.htm

●教科書展示会を開催しています

県民の皆さんに教科書や教科に対する理解を深めていただい
たり、教育関係者の方に教科書研究の参考としていただくため、
平成１７年度に使用される、小、中学校および高等学校の教科書
見本を展示する「教科書展示会」を開催しています。
"会場# 大津市教育研究所／大津北図書館／草津市立矢倉小学

校／水口町立水口図書館／近江八幡市立図書館／彦根
市立城東小学校／長浜市立図書館／木之本町立木之本
小学校／今津町立今津東小学校／県総合教育センター

※この他にも、各教科書採択地区ごとに２ヵ所程度の臨時会
場を設けています。

"開催期間# ６月８日�～７月９日�
（各会場の休館日を除く）

"お問い合わせ先#
滋賀県教育委員会事務局学校教育課
学事担当 �０７７‐５２８‐４５７１

●平成１６年度第２学期の放送大学教養学部およ
び大学院学生を募集します

入学時期は年２回 �月と１０月

【大学の特長】
☆ 上位免許状や他教科又は、隣接校種、特殊教育教諭の免許
状取得に必要な科目の一部を選択して履修できます。
☆ 発達と教育に関する科目や自己研修に役立つ科目を開講し
ています。
授業料は１単位当たり５，０００円（教材費込み）

【大学院の特長】
☆ 専修免許状の取得に必要な科目の一部を選択して履修できます。
授業料は１単位当たり１０，０００円（教材費込み）
☆ 修士全科生（修士課程を修了して学位「修士（学術）」の取
得を目指す学生）の入学は年１回（４月）です。入学者選考
があります。

【出願期間】
◎第２学期入学生（教養学部学生・大学院修士科目生）
平成１６年６月１５日�～８月３１日�

◎平成１７年度４月入学生（大学院修士全科生）
平成１６年９月１日�～９月１４日�

【資料請求（無料）・お問い合わせ先】
〒５２０‐２１２３ 大津市瀬田大江町横谷１‐５（龍谷大学瀬田キャンパス内）
放送大学滋賀学習センター �０７７‐５４５‐０３６２�

★幼稚園用
○親自身の仲間づくりを
○余裕を持つことで子どもが見えてくる
○焦らずしつけを
○「叱る」と「ほめる」
○「遊び」と「友だち」

★小学校用
○子育て生活１０年を振り返る
○焦らずしつけを
○子どもに自信をつけるほめ方
○「遊び」と「友だち」
○親子のコミュニケーション

◆
雨
上
が
り
の
新
緑
が
ひ
と
き
わ
鮮
や

か
な
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
梅
雨
に
入

り
雨
の
日
が
多
く
な
る
と
、
教
職
員
に

と
っ
て
は
予
定
し
て
い
た
授
業
が
思
う

よ
う
に
進
ま
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

雨
の
場
合
の
対
応
や
予
備
日
の
設
定
な

ど
、
順
調
に
予
定
が
進
む
よ
う
に
、
ま

た
、
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
◆
今

年
四
月
一
日
現
在
の
子
ど
も
の
数
（
十

五
歳
未
満
）
が
総
務
省
か
ら
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
子
ど
も
の

数
は
、
前
年
よ
り
二
十
万
人
少
な
い
千

七
百
八
十
一
万
人
で
、
二
十
三
年
連
続

で
減
少
し
て
お
り
、
過
去
最
低
を
記
録

し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
歳
ご
と
の
年
齢

別
で
見
て
も
、
年
齢
が
下
が
る
ほ
ど
子

ど
も
の
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
都
道

府
県
別
の
総
人
口
に
占
め
る
子
ど
も
の

割
合
で
は
、
沖
縄
県
に
次
い
で
高
い
滋

賀
県（
十
五
・
七
％
）。
子
ど
も
の
数
が

減
少
し
て
い
る
今
日
、
次
代
を
担
う
滋

賀
の
子
ど
も
た
ち
が
、
心
豊
か
で
た
く

ま
し
く
育
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
社
会
全
体
で
は
ぐ
く
ん
で
い
き
ま
し

ょ
う
。
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!
長
浜
ド
ー
ム
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
の

サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

（
４
月
２９
日
）

《
県
立
長
浜
ド
ー
ム
に
て
》

!
第
２
回
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
地
域
Ｃ
Ｃ
）養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

（
５
月
１４
日
）《
ラ
イ
ズ
ヴ
ィ
ル
つ
が
や
ま
に
て
》

滋賀県のサッカーの将来を担う小中学生に夢と希望
を与えることなどを目的に、県出身の井原正巳氏と望
月聡氏を講師に迎え、サッカー教室を開催しました。
参加した小中学生約２００名は、ドリブルやフェイントな
どの技術指導を受けました。

この養成講座は、地域ＣＣとしての専門的知識やコ
ーディネート能力の向上を図ることなどを目的に開催
しました。参加者４４名は、グループに分かれて、ワー
クショップ形式で子どもたちへの支援のあり方等につ
いて話し合った後、全体で交流しました。

!
第
５７
回
朝
日
レ
ガ
ッ
タ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た

（
５
月
１
〜
４
日
）《
県
立
琵
琶
湖
漕
艇
場
に
て
》

!
高
校
生
た
ち
が
、
陶
製
の
い
す
を
陶

芸
の
森
に
設
置
し
ま
し
た

（
５
月
１６
日
）《
県
立
信
楽
高
等
学
校
、陶
芸
の
森
に
て
》

県
市
町
村
の
話
題
か
ら

国内最大級のボート大会である第５７回朝日レガッタ
が、４日間にわたって開催されました。本大会には、
３１都府県より５２８クルー、選手１，３５７名が参加し、県勢は
２０種目中、８種目で優勝しました。

デザイン科の３年生３１名が、陶芸の森で、自ら、デ
ザイン・絵付けし、創作研修館の窯で焼き上げた陶製
のいすを多目的広場に設置しました。この取組は、平
成１０年度から実施されており、先輩たちのいすの中に、
３１の真新しいいすが仲間入りしました。

!
園
児
た
ち
が
、
力
を
合
わ
せ
て
タ
ケ

ノ
コ
掘
り
に
挑
戦
し
ま
し
た

（
５
月
６
日
）

《
守
山
市
立
玉
津
幼
稚
園
》

!
生
徒
た
ち
が
、
田
植
え
に
挑
戦
し
ま

し
た

（
５
月
１７
日
）

《
県
立
新
旭
養
護
学
校
》

玉津幼稚園の園児１２名が、近くの二宮神社の境内で
タケノコ掘りに挑戦しました。園児たちは、竹藪の地
面から顔を出しているタケノコを見つけると走り寄り、
早速スコップで掘り始め、太い物は４・５人で土を掘
り起こし根もとから折って取り出しました。

県立新旭養護学校の中学部、高等部の生徒４０名が田
植えに挑戦しました。生徒たちは、地域の老人会の方々
から苗（餅米）の植え方を教わり、泥だらけになりな
がらも、苗１本１本を丁寧に植えました。

県
立
琵
琶
湖
文
化
館
シ
リ
ー
ズ

２７

お

だ
ひ
で
の
ぶ
ぞ
う

織
田
秀
信
像

大
津
市
・
聖
衆
来
迎
寺
所
蔵

織
田
秀
信
（
一
五
八
〇
〜
一
六
〇

の
ぶ
な
が

の
ぶ
た
だ

五
）
は
、
信
長
の
長
子
信
忠
の
子
で
、

さ
ん
ぼ
う
し

幼
名
を
三
法
師
と
言
い
、
信
長
の
孫

ほ
ん
の
う
じ

へ
ん

に
あ
た
る
人
で
す
。本
能
寺
の
変（
一

五
八
二
）で
信
長
は
亡
く
な
り
、信
忠

も
命
運
を
と
も
に
し
ま
し
た
が
、
そ

ま
え
だ
げ
ん
い

の
直
前
、
三
法
師
は
前
田
玄
以
に
託

き
よ
す

さ
れ
、
無
事
清
洲
城
に
逃
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
信
長
の
後
継
ぎ
を
決
め
る

清
洲
会
議
で
は
、
信
長
の
子
で
あ
る

の
ぶ
お

の
ぶ
た
か

ひ
で
よ
し

信
雄
と
信
孝
を
さ
し
お
い
て
、
秀
吉

に
よ
っ
て
そ
の
後
継
者
に
決
め
ら
れ
、

秀
吉
が
後
見
と
な
っ
て
岐
阜
城
主
と

げ
ん
ぷ
く

な
り
、元
服
し
て
か
ら
は
、秀
吉
か
ら

一
字
を
与
え
ら
れ
秀
信
と
名
乗
り
ま

し
た
。関
が
原
の
合
戦（
一
六
〇
〇
）

い
し
だ
み
つ
な
り

で
は
、石
田
三
成
の
誘
い
に
応
じ
て

西
軍
に
味
方
し
ま
す
が
、
敗
戦
に
よ

り
頭
を
剃
っ
て
高
野
山
に
入
り
慶
長

十
年
二
十
六
歳
で
病
死
し
ま
し
た
。

図
は
、
正
装
で
身
を
正
し
た
秀
信

像
を
描
い
た
も
の
で
、
数
奇
な
運
命

を
た
ど
っ
た
悲
運
の
若
き
武
将
の
姿

を
よ
く
写
し
て
い
ま
す
。

し
ょ
う
ぞ
う

「
肖
像
の
世
界
展
」
に
展
示
中
で

す
。
七
月
四
日
ま
で
。

織田秀信像

滋賀県は、「環境こだわり県」として、緑の保全とごみの削減につとめています。
広報紙「教育しが」は、古紙を利用した再生紙を使用しています。 教育しが 8


